
ﾖﾖﾖ学校運営協議会委員のみた 荻中

● ↑ 伊F 干 苧 ¶唯 ず申 ●｢ い の ち｣ の 教 育 を 聞 い て

平成24 年6 月16 日､1 年 生の教室で行な われた｢ いのち｣ の教育。講師は久我山 にあ る久我

寺の若きご住 職､立入聖堂氏 であった。

パネ ルを皆に示し ながら話 を進めて 行く。｢人を 好きにな ったこと があり ますか｣ と生徒

たちが一 番輝く話 から切り出し た。また､｢好 きだと言っ たこと があり ます か｣。グ ループに

別れて 熟議方式で 話が交 わさ れる。とても楽 しそう。聖堂氏 は｢ 若い時に 悩むこと は大変大

事なこ とだ｣ とまた､『生 きること は悩むこ とだ』と力説する 。生徒 たちの心 に悩むこ との大

切 さを語っておら れた聖堂氏 の情 熱に心打た れまし た。
猪鼻 徳壽 委員

荻中生の頼もしい姿に感動１

地域 教育連 絡協議会主 催のこの 事業は､ 中学生の 社会参画 と地域で の異年 齢交流を主な

目的 とし て行っています。

今年 度の荻中フェスタ は､生徒 会役員を中心 に､各部活動 の部員･中 学生レス キュー隊･生

徒有 志等､100 名の荻中生 が参加。約2 か月前 から準備を して､ 当日 は井荻小･ 桃 三小･ 桃四

小･ 松庵小 から訪 れた児童たち を､舞 台発表や ゲームツ アーで楽し ませまし た。小学生は 優

清水 由美子 委員　　しい 中学生に囲 まれ 本ヽ当に嬉 しそうで おヽ手 伝いし た大人も 中ヽ学生 の頼もしい 姿を見る

こと ができた一 日でし た。

荻中生 の社会力･ 自立力を養う のに最適な荻中フ ェスタ､ ぜひたくさ んのみなさんに来 て

いただ き､荻中生 の素晴らしさを見て いただきたい と思います。

'-ｒ ∇ｒ ミj ;･･ ・・　・j　 ＝　　 学 芸 発 表 会 を 見 て ！

音楽 室や教室で の学級練 習や体育 館でのリハー サルから 本番当日 まで､ 追いかけ て拝見

してみました。先生方の ご指導の賜物で はあるにしても､ こ れが素晴らしくど んどん上達し

ていく。歌もダンスも 生徒たちが意欲的 に考え意見を出し 合い、リーダーの元 にまとまって

完成に近づい てい く。ステキな 光景でし た。

今年はダン スも 加わったせい かとても明るく て楽しい発表会 でし た。

練習の成果を 出しきった生徒 たちの「歓喜と涙｣。しっ かりと胸に刻 みまし た。

青木 千代子 委員

｢部活動に関わって｣

石井 喜文 委員

荻中は､文化部､運動部等々､各々顧問の先生方の大変熱心な指導のもと､生徒たちは皆、

頑張って居ります。

私は長年､剣道部に携わり､勝ち負けよりも基本重視で指導してきました。中学生たちは

皆､初段､二段と有段者となって卒業していきますが､卒業後も読けられる様､荻剣道会を発

足､杉剣連に承認され､軌道に載ってきました。ＯＢたちも三段､四段と次々昇段し､剣道鄙

の強力なバックアップとなり､礼儀作法､その他いろいろな面で指導して居ります。

今後とも､後進のためにできる限り力を尽くしたいと考えています。

体 育 の 授 業 を 見 学 し て

3 年 生 の 男 女 が 、各2 時 間 プ ロ の舞 踊 家 の ＭＩＴＳＵＫＯさ ん に ご 指 導 頂 く 授 業 が｢ ＮＰＯ法 人

子 ど も 文 化 ＮＰＯ Ｍ･Ａ･Ｔ｣の コ ーデ ィ ネ ー ト に よ り 実 現 し ま し た 。

私 は 女 子 の 授 業 を 見 学 し まし た。ま ず､ ダ ン ス の 基 本 レ ッ ス ン か ら 始 ま り ま し た。講 師 の

柔 軟 な 身 体 の 使 い 方 を｢ み よ う み ま ね｣ で ト ラ イ す る 生 徒 た ち の 姿 と 各 ク ラ ス の 創 作 ダ ン ス　　　　　　　　　｣

の 振 り 付 け に対 す る 講 師 の ア ド バ イ ス を 聞 く 生 徒 た ち の 真 剣 な ま な ざ し が 印 象 的 で し た。

金 子 敦 子 委 員
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平成25 年３月1 ゙ 1 日　　荻窪中学校学校運営協議会発行

『いい まちはいい 学校 をつ くる』『学校づ くりは まちづ くリ』

徳 田 達 介 会長

これは杉並区が策定した｢杉並教育ビジョン｣の基本的な考え方です。

荻窪中学校には､｢学校運営協議会｣が置かれています。この協議会が設置されてい

る学校は｢地域運営学校(コミュニティ･スクール)｣と呼ばれています。

杉並区には種々の地域が見受けられます。それぞれの地域にふさわしい学校でありたいと願い､地域

住民の方々が学校運営に参画し､より良い荻窪中学校となるよう活動を続けています。

学校運営協議会の役割･権限は法律や規則で次のように定められています。

１) 教育課程の編成等の学校運営の基本方針について承認を行うこと。

２) 学校運営に関して学校や教育委員会へ意見を述べることができること。

３) 教職員の任用に関して、人事権を有する教育委員会に意見を述べることができること。

の3点です。

荻窪中学校から巣立っていった卒業生は13,000 人を超えました。その多くの卒業生にとって、荻窪中

学校は母校であり、心の故郷でもあります。

今､世の中は大きく変わりつつあります。次の世代を担う中学生が､どんな時代の変遷にも対応できる

ように育ってほしいと願いながら、委員一同チームワークを組みながら力を尽くしています。

『いい まちはいい学校をつくる川学校づくりはまちづくリ』ご協力をお願いいたします。

荻 窪中 学校長　 小 松崎 浩

今､子どもたちに堂々と夢を語れる大人はいるでしょうか。現代の世の中は先行き

不透明で夢をもちにくい時代といわれています。しかし､だからこそ､今､地域の大人

が夢をもって､次代を担う子どもたちの成長にかかわっていかなければならないので

はないでしょうか。まず大人が大いに夢を語れる世の中を創っていきたいものです。

さて､今年度策定された杉並区教育ビジコン2012 の基本目標は｢共に学び､共に支

え｡共に創る杉並の教育｣です。また、目指す人間像の中に｡地域とかかわりの大切さも述べられていま

す。この教育ビジョンの具現化に至る取り組みは、正にコミュニティースクールの今後の方向性と合致

するものです。この地で学ぶ中学生にとっては地域そのものが学校です。ですから、子どもが夢を育める

地域とするために､地域の教育活動の中心の一つとなるコミュニティースクールの役割には大きなもの

があります。学校の教職員は地域の一員でもあるという立場を意識し､また､委員となられている地域の

方々には学校の一員でもあるという立場をさらに意識していただき､共に日々の学校運営にあたってま

いりたいと考えています。子どもたちの健全な育成を考えますと､社会的にも多くの課題がありますが、

だからこそ､今後､コミュニティースクールの存在意義は高まっていくのではないでしょうか。

今年度､皆様からいただきました御理解､御協力に感謝いたします。ありがとうございました。来年度

も荻窪中学校はコミュニティースクールとして地域に夢を広げられる活動を推進してまいりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。
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交 運 営 協 義 会(cs) 委 員 の 活 動

荻窪中 学校 がＣ Ｓ( コミ ュニ テ ィス クー ル) 指定 校に なっ

て3 年が 過 ぎま した｡ 現在､ 少し ずつ 活動 の 基盤 を作 っ てい

る とこ ろで す が､ Ｃ Ｓ 委員 の活 動 が まだあ まり 知ら れ てい

ない の で､ 会議 で話 し合 ってい る ことや､ 活動 して いる こと

を まと めて みまし た。

★ＰＴＡ､学校支援委員会との交流

去る6 月９日 に､学校運営協 議会の発信でＰＴＡ､ 学

校支援委員会(おぎすけ)との交流会を開催しました。

ワークショップ形式で｢荻窪中学校の良いところ｣ を

出し 合いながら､交流をはかりました｡(詳しくは｢ 学

校運営 協議会だよりＶＯ Ｉ． ３｣に掲載)

協議事項　　　　　　　　 ■1 冒I　　　　　　　 報告事項
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回　　　 ゛

協議会予算
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･荻中ごよ み　　　　　　　　　　　　　　　 ．･　　　･学校評価
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圓

等

･平成25 年度学校経営方針､教育課程　　　 ａ　　　･ 進路状況

･荻中ごよ み

圓

★教員との意見交換

第5 回 の協議会終了後に､ 教職員とＣＳ委員との意

見交換会を実施し ました。

自己 紹介の後､4 グループ に分かれ.ワークショップ

形式で､ 荻中生の｢強み｣と｢ 弱み｣を出し合いました。

之

/Ｚ ／
★平成25 年度要望について(施設 要望)

7 月の協議会の前に､委員全員で学校内の施設点検

を行いました。

その 結果を 踏まえながら､ 校舎 の段差のバリ アフ

リー化や校庭の人工芝生化など六つの施設の改善要

望を 提出しまし た。

／

★教職員の任用に関する意見

学校運営協議会の役割の一つにr学校の教職員の任

用に関する事項について､任命権者(教育委員会)に対

して意見を述べることができること｣があります｡ 学

校の運 営方針に基づいて､ 次年度の荻窪中学校に必要

な教職員の人数や人材について話し合い､ 教育委員会

に意見 書を提出しました。

(文責　宮 浩子 委員)

｢学校運営協議会｣ は､ 原則公 開ですので､どな

たでも傍聴することができます｡傍聴を希望 する

場合は､ 事前に必ず事務局( 荻窪中学校) までご連

絡ください。

｢地域とともにある学校づくり｣推進協議会報告

EiS 福 島 会 場( 平 成24 年11 月１５日)　　　　　
雨田 英一 委員

いわき芸 術文化 交流館 で､｢ 地域と ともにあ る学 校

づく り｣ 推 進協議会 が開催さ れ参 加し ました。参加 者

は280 余 名､ いわき市の 教育 委員会関係 や教員が目立

ちまし た。

布 村氏( 文 科省) の挨 拶がこ の会の 内容と 方向性を

示し てい ました。東日 本大震 災の 被災者 への哀 悼･ 見

舞 いの後､ ＜地域の 復興を果 たし､ 未来を 担う 子ども

を育 てるために は､地域 社会全体 がこれまで以上 に経験 と知 見を集約 し

て ゆかねばならな い。学校運営協 議会は､ この課題 に向 けて､ 学校と地 域

と の連 携を強 化し､ 学校を 拠点 とし た復興 の役 割を 担うも ので あり た

い。＞と強 調しまし た。続いて､｢ 地域と とも にある 学校づくり｣ をテ ーマ

とし てパ ネル･ ディ スカッ ショ ンが おこな われまし た。荻窪中 学校運 営

協 議会と共通する 背景をも った議論とし て､｢新しい公 共型｣ 学校の創 造

を目 指し た活動が 注目さ れました。校長 のリ ーダー シップ､ＰＴＡ活動 と

の 関係､ 取り 上げる べき地域 のニー ズ､地 域の 教育力を 見き わめる必 要

性､ 継 続性･ 持続 性の方途､ 等 々につい て実 践報 告がありま した。次に 参

加し た分科会｢ 地域との 連携による 学校運営の充 実｣ では､ 復興に向け た

い わき市教育委員 会の､ 災害対応 型体験型学 習プロ グラ ムに基づいた活

動な どが 紹介さ れました。関 心の強 かった放 射線 教育につ いて､ 項目 は

挙げら れまし たが､ 具体 的な報 告･説明 はありませ んでした。質疑応答 で

は､ 地域 社会のゲストや ボランテ ィアと教員 とのある べき 関係が大きく

取り 上げ られ､ 予め定 めら れた教育内 容に即 して教 員が依 頼し､ 授業 の

ねらいを 明確にすること の必要性が強調さ れました。

iES 東京会場汗 成24年12月４日）
猪鼻徳壽 委員

このような勉強会に出席するのは本当に久しぶりの感があります。

テーマである｢地域とともにある学校づくり｣の対談から始まりました。

この中で謳られた内容よりも慶応義塾大学､金子教授の提唱しておられ

た｢熟議｣という会議の進め方に新鮮で深い興味をもちました。いろいろ

な検討したうえで導入を考えたいと思います。

昼食後からは2つの分科会に別れ､私と宮委員は第１分科会の｢コミュ

ニティ･スクールの具体的な導入の在り方･充実に向けた方策｣に参加。

事例発表として山梨県甲斐市と三鷹市の両教育委員会の発表がありま

した。話をお聞きする限りでは具体的という割には少々具体性に欠けて

おり､いまひとつ伝わらない。話を聞いて増々分からなくなってきたの

は｢地域｣とう言葉の定義です。質問させていただきましたが玉川大学の

小松教授はその｢地域｣という言葉の内容は｢地域｣よって異なっており

非常にむずかしいというお答えでした。もう一度､我々にとってもこの

｢地域｣の意味の検討は必要ではないのかと思いました。

Ｉ第２分科会報告　　　　　　　　　　　　　　　　　金子 敦子委員

大貫小学校は､防災教育の視点から｢命を守る教育｣の充実を図る為の

実践の一つとして､避難マップを作成。地域との関わりを通して､学校の

中だけでは分からなかったことまで調査。地域を深く理解し､防災とい

う視点が地域とともに生きていく｢大貫っ子｣の心を育てることができ

ました。地域の連携の重要性を感じました。
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